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剰余金の配当（期末配当）に関するお知らせ 

 

平成１９年５月１４日開催の当社取締役会において、平成１９年３月３１日を基準日

とする剰余金の配当（期末配当）の予定及び今後の剰余金の配当等の決定に関する方針

について、下記のとおり決議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

1. 平成１９年３月期の期末配当の内訳 

 

 決  定  額 直近の予想 前  期  実  績 

（平成１８年３月

期） 

基   準   日 平成 19 年 3 月 31 日 同左 平成 18 年 3 月 31 日

1 株当たり配当金 

 

 

２０円 

（普通配当 20 円）

２０円 

（普通配当 20 円）

２５円 

（普通配当 18 円）

（記念配当７円） 

配 当 金 の 総 額 ３２６百万円 － ４０８百万円 

効 力 発 生 日 平成 19 年 6 月 27 日 － 平成 18 年 6 月 28 日

配   当   原   資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

 

2. 剰余金の配当等の決定に関する方針 

 当社は、レンタル事業と販売事業から成り立っており、レンタル事業におきまし

ては投資から回収までに数年を要するという事業上の特性から、業績の伸長を踏ま

えつつ、将来の事業展開・設備投資等を長期的・総合的に考慮した上で、各期の利

益配分を検討させていただくことを基本方針としております。 

当期の配当につきましては、前期の記念配当金 7 円を廃止し、普通配当を２円増

配して、1株につき普通配当 20 円とさせていただく予定です。 

今後の配当につきましては、業績に応じた利益配分の指標として、個別配当性向

20％を基準とし、かつ最低 20 円の配当を実施していきます。  

 

 

 



（参考）1株当たり年間配当の内訳 

 

 1 株 当 た り 配 当 金 （円） 

基     準     日 中間期末 期  末 年  間

当   期   実   績 － ２０円 ２０円 

前期実績(平成 18 年 3 月期） － ２５円 ２５円 

 

 

以  上 


